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朝の挨拶から一言 
 最近，自動車の接触事故に歩行者が巻き込まれる痛ましい事故が相次いでいるので，朝の

交通指導も，児童が事故に巻き込まれないようにと，これまで以上に緊張感を持って立って

いました。「おはようございます！」と，気持ちのよい挨拶を返してくれる中，５人の児童

が口々に「校長先生，玖島川にオオサンショウウオがいました！」と，教えてくれました。

大きさは３０ｃｍくらいだったそうです。調べてみると，オオサンショ

ウウオは，生息には澄んだ水が必要不可欠だそうで，「玖島川の水はと

てもきれいなんだね。」と，子供たちに話しました。登校しながらも，

地域のいろいろな情報を集めてくる子供たち。学校での学習を通しても，

地域のよさ，ふるさとの素晴らしさを学

んでいってほしいと思います。そのためには保護者の皆様，

地域の皆様のご協力が不可欠です。よろしくお願いします。 

 学校に戻ってくると，６年生が挨拶運動に立っていました。

さすが最高学年，「おはようございまーす！」と，元気な挨

拶をしてくれます。挨拶はコミュニケーションの第一歩です。

これからも元気な挨拶で学校生活を始めましょう。 

 

命の大切さについて考える日 

 ５月８日（水）は，廿日市市内の小中学校で命の大切さについて

考える日でした。昨年度は詩人・画家の星野富弘さんを題材にして

子供たちに話をしましたが，今年度は，松谷みよ子さんが創られた

絵本「わたしのいもうと」を題材として，いじめをテーマに全校に

話をしました。 

朝会での話が終わったあと，「どう思ったか。」「何を考えたか。」「い

じめをなくすために，何をしていくか。」等のことについて，皆さんの考えを教えてくださ

いとお願いをしていたら，各学年から返事が返ってきました。子供たちがそれぞれに一生懸

命考えたことなので全部紹介したいところですが，載せきれないので抜粋してお伝えします。

中には言葉にならないと，書きあぐねた児童もいました。それだけ一生懸命考えたというこ

とですね。よく頑張ったと思います。 

 



＜「わたしのいもうと」を聞いて考えたこと・話し合ったこと＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
【お知らせ】 

  ５月１３日（月）から，非常勤講師として川本 靖子（かわもと やすこ）先生

が着任されましたのでお知らせします。どうぞよろしくお願いいたします。 

ぼくはＥ（傍観者の立場）でした。こ

れからぼくにできることは，いじめてい

る人をとめることです。いじめられてい

る人は悲しんでいるから，積極的にいじ

めている人を止めに行きたいです。これ

からは，いじめのモデルをよく考えて行

動していきたいです。 

１年生は教室に帰って，なにができるかを，

みんなで一生懸命考えました。すると，「やっ

ちゃだめと言う。」，「一人で言えなかったら，

友達と二人で言ってみる。二人でだめだったら

三人。それでもだめだったら，先生に言う。」

などの考えが出てきて，みんなでそれらを共有

することができました。貴重な時間でした。 

いじめはぜったいにいけな

いと思いました。いじめをし

ている人をやめさせます。い

じめられている人に「だいじ

ょうぶ？」と声をかけます。

いじめのない学校にしたいと

思います。 

わたしもそうなったら「いやだ」と心の中で思うかもしれ

ません。あの子の気持ちになれたらいいのにと思います。で

もなれないのでかわいそうです。わたしはとっても悲しいで

す。本当に悲しいです。こんな思いをしたことがないので勉

強になりました。わたしはどんな気持ちで聞いたらいいのか

分かりません。手紙を読んだ人の気持ちはとっても分かりま

す。人は変わっていってなくなっていくので，いじめという

のはよっぽどいけないことだと思いました。 

いじめをなくすために，人に何か言う

前に，それを言われて自分はどう思うか

を考える。友達がいけないことをしてい

ても，それをまねしないようにする。自

分にやられていやだと思うことは，人に

はしないように気をつける。相手を思い

やった行動を続けていく。 

悪口から始まるいじめのことや，ちょっとしたこと

から始まるいじめは，それだけで追い込んでしまうか

ら，気づいてなくても，相手は傷ついていて学校に来

なくなるから，小学校では自殺はないけど，それぐら

い命は大切だから，いじめやけんか，追い詰めるよう

なことはなくしていきたいです。校長先生のお話は，

どれぐらい命が大切なのか分かりました。 

ぼくが心にのこったのは，「人の命

や自分の命を大切にすること」「人を

いじめることはだめ」と言われたこと

です。ぼくは友達に優しくしたり仲良

く遊んだりすることをがんばろうと

思いました。 

各学年が一生懸命にこの問題に取り組み，自分な

りの意見や考えを持つことができたようです。   

本校の３つの目標である「かしこく やさしく 

たくましく」の“優しさ”について，これからも機

会あるごとに話し合い，いじめのない学校づくりを

めざしていきたいと思います。 


